
従来品は桁の伸縮に対してバネで追随させてきまし
たが、パイプをスライドさせることで伸縮に対応。
また、ロープの曲げに対しては偏向具ではなく、パイ
プの塑性変形で対応させるシンプルな構造になって
います。

シンプルなスタイル

偏向具を必要としないためコンパクト化を実現。スペ
ースが狭く、従来のブラケットでは設置が困難だった
箇所にも設置することが可能です。

コンパクト設計

従来使用されているPC鋼より線はポリエチレン被覆
が主流です。本製品は、ロープ自体にめっきが施して
あり、さらにポリエチレン被覆、パイプの3重防食を
実現。高い防食性能を確保します。

抜群の耐久性
ワイヤロープ（亜鉛めっき） ポリエチレン被覆 ガードパイプ

パイプ型落橋防止システム従来型落下防止システム

外形寸法の比較(例：600kNで計算）

ロープの曲げ変形伸縮の追随

3重防食のイメージ図

パイプ型落橋防止システム
シンプル コンパクト 3重防食
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NETIS登録番号:CB-130004-A
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※写真右側のパイプの切り欠きはサンプルです。



構成

公称径（mm）

被覆後径（mm）

断面積（mm2）

単位質量（kg/m）

引張荷重（kN）

降伏荷重（kN）

構造ケーブル断面

規格表

概略図

性能確認試験
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参考例

▲組立・可動確認 ▲パイプ曲げ試験▲衝撃確認試験
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パラペット長
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（561）6

さや管長
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設置間隔（2000）

50

キャップ

止めプレート（ケーブル組込み）

あと施工アンカー

用心鉄筋（下部工工事）

止めリベット 連結ケーブル R60F-P

ガードパイプ

キャップ

止めプレート（半割り）

緩衝材
さや管ラップ幅

205

重複部支持材 重複部支持材

ブラケット

移動量
（300）

移動量
（300）

さや管
ラップ幅
205

シース（下部工工事）

緩衝材

連結ケーブル挿入方向

下部工側 桁側
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